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工業化過程における伝統要素と現代要素
― 製造強国への歴史的思考 ―

李 毅＊

はじめに

今日の世界では事件が頻繁し、危機感が漂っ

ているが、社会の発展趨勢を変えることはでき

ない。国民経済における製造業の持続可能な発

展は、依然として、中国と日本を含む世界各国

の「後危機時代」において、共に直面する歴史

的課題である。歴史の比較と研究を通して、理

論と実践を踏まえて、産業の持続可能な発展に

おける歴史的な経験を探求し、イノベーション

で中国を製造強国に建設することはとても重要

である。

�．問題の提出

改革開放以来３０年あまり、中国経済は目覚し

い発展を遂げ、１９７８年～２００７年における年平均

GDPは９．８％の増長を達成し、経済規模は世界

有数に跳ね上がった。このような発展を支える

もっとも重要な力である中国の製造業も、改革

とイノベーションにより著しく発展した。技術

進歩は経済構造の変化と産業革新を推進し１）、

産業の国際的地位を向上させた２）。経済規模の

拡大を促進している中で、中国はキャッチアッ

プの旅に踏み入っている３）。しかし、GDP総量

世界第２位の中国は、製造業の発展において、

いまだ高投入と低価格による競争力の粗放式発

展モデルを徹底的に変えられていない。国際産

業バリューチェーンのローエンドにロックされ

ている局面を完全に打ち破ることができなかっ

た。なぜなら、技術と市場の外部依頼という創

造能力に関わる問題を根本的に解決できないか

らである４）。

世界製造業強国への道程において、日本はな

ぜ見事に自主的な発展を実現し、西側先進国の

技術随従者にならなかったのかは興味深い研究

課題である。しかし、戦後日本産業の「追いつ

け追い越せ」に対する認識だけでははるかに不

十分である。産業の自立と持続可能な発展とい

う過程の複雑性及び経路依存性から、我々の研

究は広大な歴史の視角、及び産業イノベーショ

ン過程に対する歴史的な理解を持たなければな

らない。日本における近代製造業発展とその細

部に対する考察を通して、問題の本質に対する

認識の深化、中国経済の発展能力と経済主体の

創造能力の強化につなぐルートを探求するとと

もに、関連する新しい理論的知識と歴史的知識

を獲得することも可能である。

伝統要素と近代要素は歴史過程の重要な構成

要素であり、産業発展の推進に不可欠な重要な

要素でもあるため、両要素と産業発展との関係

は、日本の近代製造業の自主的な発展軌跡研究

＊中国社会科学院世界経済と政治研究所研究員

長崎県立大学東アジア研究所『東アジア評論』第４号（２０１２．３）

－１８７－



の中心課題である。即ち、両要素の融合におけ

る産業イノベーションの経験と教訓を研究し、

産業の自主的、かつ持続可能な発展を実現する

イノヘーション経路に関する新しい認識を得る

ことである。しかしながら、両要素は産業イノ

ベーションと発展に対する影響には客観的な認

識があるため、それを物事発展の客観的な形態

に復元して、歴史過程を有機的に統一するた

め、相応する理論的指導が不可欠である。一国

の国情と文化特徴に適応する伝統要素の形成、

及び産業成長に対する影響は、歴史的な経路依

存性が存在し、さらに産業伝統は持続可能な発

展を促進するにあたって、絶えず現代要素を溶

け込む適応性の変革過程があったため、複雑な

要素の動態的変化の研究を特徴とする演化経済

理論は、問題研究の基礎になってくる５）。異な

る理論と方法でアプローチした結論は恐らく全

く違う６）。

�．伝統要素と現代要素の融合の視角か
ら日本近代製造業の発展軌跡のレ

ビュー

上述の研究を更に深めるためには、本来なら

ば複雑要素の歴史的な経路依存性、及びイノ

ベーションの多様性による適応性変革という２

つのルートから、日本製造業の産業イノベー

ションと発展における現代要素と伝統要素の融

合、二種類の資源の補完に対して、歴史的な観

点を論議し、問題研究の演化経済理論枠組みの

構築を試みるべきである。しかし、論文の紙面

制限と、より集中的に問題を討論するため、本

稿は日本近代製造業のイノベーションと発展に

対する両要素の影響の考察と研究を行い、研究

の結論として、両要素の融合と産業発展との関

係に関する筆者の認識を提出する。

１．日本近代製造業は伝統要素と現代要素の

融合から歩みだしたものである

明治時代（１８６８年～１９１２年）で作り上げられ

た近代製造業は、日本産業が現代文明に向かう

印である。何度も世界先進的な文化と技術と触

れ合った後７）、新興国である日本は１９世紀の後

期に産業革命を始め、アジア各国においていち

はやく工業文明を迎えた。近代工業への迅速な

発展と機械製造業の創立は、この時期における

最も重要な経済事件であった。封建的な割拠を

取り除いた明治維新は、社会に巨大な変化をも

たらしたとともに、日本産業における根本的な

変革の条件を揃えた。明治政権は原有の工場に

対する再編と改造を行う一方、近代工業の発展

に関する各種の促進措置により新規企業を誘導

したことにより、１８８０年代中期に日本では創業

ブームが現れた８）。

工業化の展開、及び機械を使用する近代工場

の創立にしたがって、１８８５年～１９１５年に、日本

製造業の年平均成長率は５％を上回った。GDP

に占める工業部門の割合も、１８８８年の１３％未満

から、１９１０年には２０％近くまで上昇した９）。民

間企業の革新と努力に対して、政府による鉄道

建設、設備輸入、及び企業創設に関するリスク

の引き受けは、新興国である日本が現代文明に

通じる道を拓いた。つまり、この産業革命は日

本における農業経済から工業経済に移行する歴

史である。なぜなら、近代製造業が日本にもた

らしたものは、農耕社会と異なる手工業の新製

品、これらの製品を生産する新工芸といくつか

の新工業生産組織である。このプロセスにおい

て、日本は現代文明がもたらした社会変革を存

分に体験したからである。

しかし、現代文明を表す近代製造業が築き上

げた技術基盤は近世のイノベーションの蓄積で

ある。科学技術史の研究と１９８０年代、１９９０年代
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の日本ニューエコノミー歴史学の研究成果は、

日本の近代製造業の発展は自前の技術基盤によ

ることを明らかにした１０）。封建社会末期の徳川

時代（１６０３年～１８６８年）の日本は、その前に吸

収したユーラシア大陸からの科学技術知識と、

サムライ階層中から形成した科学技術人材を利

用して、すでに近代工業の基礎となる伝統的な

地方手工業を作り上げた。例えば、歴史が長く

労働分業レベルがやや高い金属鉱物の採掘がそ

の一例である。１５４０年～１７００年、日本が創立し

た大型の金銀銅鉱山は１４基あり１１）、鉄鉱の採掘

と鉄の製錬は商品経済の発展が推進された結果

である。１８世紀中葉から歯車とベルト・コンベ

ヤーを有する設備による生糸の生産が始まり、

農業技術の改良は糸と綿の供給増加を促進し、

新しい紡織設備の発明と応用を促した。１７世紀

の後期に、水利駆動を利用してスケール生産を

形成した酒造業では、実験で製品の成分の割合

を確定し生産効率を高めた１２）。また、近世の重

要な輸出製品となった有田焼を代表とする陶磁

器業など、漆器を含むこれらの手工業部門は、

すべて地方性の実験と革新の実例がある。

漸進式的な革新に伴って発展してきたこれら

の伝統手工業は、その発展の中で、自然と幕末

から明治までの近代製造業の形成過程に溶け込

んで、日本近代工業の技術基盤を構成した。さ

らに、その近代製造業の発展の中で伝統優位に

対する伝承は、人材育成の重視、地方資源の開

発を重視する点からも窺える。地域間での技能

学習と特色ある競争は、知識と技能の伝播を効

率的に推進した１３）。同時に、具体的な革新技術

と比べて、近世の技術進歩における最も重要な

貢献は、革新の価値に対する認可である。即ち、

人々に技術知識が重要な財産であることを分か

らせ、次第に新技能の探求と新技術の発明とい

う伝統を形成させた。このような伝統は、近代

製造業の発展に不可欠である。

２．日本近代産業の発展における伝統要素と

現代要素が融合する歴史的な特徴

伝統要素と現代要素の自然的な融合は、文化

的な特徴として、次第に産業発展の各段階に滲

み込んで、日本近代製造業の発展に欧米と異な

る鮮明な歴史的特徴を形成させた。

国情に応じて欧米と異なる近代産業の建設を

進めた。経済発展の立ち遅れと資本原始積累の

不足、及び人口規模の安定、国内市場の狭隘等

の歴史条件の制限を受けて、「内巻」式と呼ば

れる技術革新は、各産業の発展に重視され１４）、

これも徳川時代の技術革新が労働力の節約では

なく、労働集約型の特徴をもつことに関連して

いる。日本の経済史学者である速水融は、それ

を産業革命の構成部分と見なすよりも、むしろ

「勤勉革命」と名づけたほうが適切だと指摘し

た。なぜなら、西側の産業革命と同じ時期で、

紡織業における後部工程の機械化生産（例えば

糸をつまみ、絹織物を編むこと）を重視する欧

米型と違って、日本は原材料の生産に力を入

れ、多品種の綿を栽培し、優良品質の蚕の繭を

生産することを通して、紡織製品の市場競争力

を高めたからである。さらに、地方の特色を表

す多様化製品と技術を重視する。例えば編み、

染め技術を極め、色、テクスチャーと模様にお

いて、地方の特色を多く持ち合わせた製品であ

る。当時明治維新を反省する報告書『工業の発

展を促進する提案』が指摘したように、日本工

業の未来は、鉄道と電報技術だけではなくて、

糸農家、陶磁器工芸者と米酒の醸造者の技術に

も頼る１５）。欧米と比べれば、日本の発展におけ

る重点が異なり、技術基盤も多様である。

現代技術の習得と古来優位の伝承を通して、

近代産業の発展基盤を強化する。生存と発展の

工業化過程における伝統要素と現代要素
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需要より、技術の導入において、多くの日本企

業は日本の人力資本優位の発揮と資源の利用に

適応できる技術を慎重に選んできた。導入する

技術を自身の長所と融合し、長所を利用し短所

を克服して競争力のある製品を開発するととも

に、民族工業の発展基盤を築き上げた。スペイ

ン、ポルトガルから導入した金属製錬の知識を

日本の伝統的な製錬方法と結び付け「炭灰滓

法」（charcoal ash flux）を開発した。日本東北

地区におけるマグネット豊富な鉱石の製錬はそ

の一例であった。日本初の大型個人企業―大阪

紡績工場（１８８３年）は、海外で広く使われた「ラ

バ機」設備から、現地の綿糸紡績業が必要とす

る丈夫な太糸と、現地の女性労働者資源にも適

応する環紡績技術への乗り換えは典型的な事例

であった。生産の有効性によりこの技術は急速

に他の紡織企業に普及した。

なお、日本企業も技術導入で失敗した教訓が

あった。例えば、イギリスから大規模に導入し

た技術と設備に頼りきったため、原料・燃料の

供給不足、および運送問題がもたらした高いコ

ストがゆえに、総合型鋼鉄企業である釜石社

は、操業３年後に巨額の損失を計上して倒産せ

ざるを得なかった。日清戦争から略奪した中国

の資金で創立した八幡製鉄所（１９０１年）も、当

地の原料（石炭と鉄鉱）に適応できないドイツ

の技術に頼りきったため、熟練労働者の不足、

及び原料の供給不安定を招き、操業して間もな

く整理改善を行う羽目になり、調整後やっと利

益を得ることができた。技術の導入と使用は、

一国の産業発展基盤と深く関わることが窺え

る。

産業革命の中で、伝統と近代技術形態が互換

でき、企業が共に発展できる。同じく工業革命

の主導産業である紡織業を例として、当時発展

が速くて、近世にすでに発展を遂げた製糸業

は、近代技術と伝統技術を融合し１６）、改良した

道具で生産して、生産規模の拡大を実現したほ

か、大量の就業者を引きつけた。１８７５年に長野

県で開業した中山社は、このような「混合型技

術転移」と称されるモデルを採用し、日本にお

ける近代技術企業の代表地位を確立した。同社

は、鉄の代わりに日本で大量に入手できる材木

原料で製糸機械を作り、金属の代わりに陶磁器

でたこ鍋を作り、水蒸気の代わりに水利を動力

として用いて、コストが低いためすぐに普及す

ることができた。

１８８２年の日本全国工業生産統計において、生

糸の年間生産額は工業全体の４７．５５％を占め、

就業者数は全就業者数の６０％を占めた１７）。さら

にフランスから米国までの輸出市場が拡大し、

日本における主な外貨獲得産業となった。それ

以降、海外市場の生糸製品に対する標準化ニー

ズに応じて、機械製糸製品が占めた割合は１８７５

年の６．８４％から１８９５年の６７．９６％まで上がり、

伝統技術から改良した「改良座繰器」による製

品が占める割合も、５．３８％から２２．４９％まで上

がった１８）。

このような技術補完と対応するのは、伝統生

産企業と近代生産企業との共存と補完的な発展

である。市場の需要が前者の技術開発と生産を

激励したため、生産する製品によって市場を区

分するか、生産チェーンにおける川上・川下の

垂直な供給関係を形成した。両者は平行的な発

展の中で、優位の補完を実現した。このような

現象は当時の紡織などの産業でよく見られた。

このように日本の特徴に適応する技術と産業発

展、及び民間企業の強大な活力を頼りに、紡織

業は真っ先に輸入代替産業として発展してき

た。
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Ａ
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１８６１ ３１ ３ ２７８ ２８１

１８６７ ７８ ２３ １４２ ２ １６７

１８７４ １７３ １１５ １３４ ７ ２５６

１８８０ １８２ ３１５ ２７１ １１ ５９７

１８８３ １０４ ２７１ １４１ ３９ ４５１

１８８８ １５７ ５２２ ２７１ １０６ ８９９

１８９１ １１７ １９１ １９８ ５２８ ９１７

１８９７ ２０９ １７７ １６７ １２２５ １５６９

１９００ ３１３ １００ １４３８ １５３８

１９０４ １２１ １０ １４０９ １４１９

表１ 幕末・明治における織布生産の成長

（注）単位：１０万斤＝６０トン（使用繰綿換算量で
表した生産量）

（出典）中村哲「世界資本主義と日本綿業の変革」
河野健二他編『世界資本主義の形成』岩
波書店、１９６７年、４１１頁より構成。中岡
哲郎、石井正、内田星美著『近代日本の
技術と技術政策』国際連合大学、１９８６年、
８４頁より再引用。

�．伝統要素と現代要素の融合による産
業発展の推進に関する歴史的認識

製造業成長の歴史は、イノベーションを根本

的な動力として推進したのである。事実上、こ

れは経済体における伝統要素と現代要素が相互

に作用し、溶け合う歴史的な過程でもある。日

本における近代製造業発展に対する伝統要素と

現代要素の考察・研究から、細部への理解と把

握を通して、「イノベーション過程に対する理

解を更新させる」ことができる１９）。それによっ

て、実践の中に役立つ経験と教訓を吸収したう

え、産業が自主的かつ持続可能な発展を支持す

る歴史的経路を検討し、中国製造業の発展を確

実にイノベーションで駆動する軌道へと導く。

１．伝統要素と現代要素は、一国の産業発展

過程における特有な優位と成り行きを表し

ている

物事が発展する過程における重要な特徴的要

素である伝統要素と現代要素は、完全な歴史維

度を構成しており、産業を含むいかなる社会経

済の成長はその影響を受けている。伝統要素は

歴史、国情、民族文化、固有優位と関連する一

方、現代要素は世界、成り行き、適応性変革、

及びその方法選択と関わるため、両者の融合は

イノベーションにおける一国、一民族の学習過

程として表す。動態的な学習と知識融合の過程

として、産業イノベーションにおけるこのよう

な学習は、目下の経済主体が行っている各種革

新に対する認識だけではなくて、イノベーショ

ンの経路依存性がゆえに、学習はより一層歴史

知識に対する理解を含み、つまり、伝統技術の

優位に対する伝承であり、その上にも新たな知

識に対する実践的な認識を含み、即ちイノベー

ションの発展方向に対する規則的な探求であ

る。なぜなら、「学習とは１つの複雑なシステ

ムにおける適応性再編過程である」からであ

る２０）。産業創造能力の形成・向上は上記２種類

の知識の融合によって実現される。

２．製造業の革新と発展の中で、伝統要素と

現代要素は影響しあい、依存しあう状態で

その発展に影響を与える

伝統要素は現代的な発展のために十分な条件

を整え、この意味から見れば、一国の伝統的優

位の伝承は、現代につながる歴史的な階段を構

築すると譬えてよい。現代要素が架空するこ

と、強引的に入り込むことができないため、技

術的、観念的な各種イノベーションは、現代要

素の発展に必要な累積である。一方、現代要素

は伝統要素の変革的な継続であり、伝統要素の

工業化過程における伝統要素と現代要素
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優位の累積を発展前提とし、時代の変化を反映

することを基本的な特徴としている。つまり、

伝統優位の伝承がなければ、現代の発展がな

く、現代要素の引導がないと、伝統要素の歴史

的な効果も発揮できなくなる。技術軌跡の累積

的特徴に基づき、製造業イノベーションに伝統

を尊重する漸進式革新の意義、及びそれが持続

可能な発展における取って代われない役割を再

認識せざるを得ない。なお、技術の多様化と急

速な発展は、いかに伝統優位を現代発展の軌道

に組み入れるかという課題を提示した。

３．伝統要素と現代要素の融合は、日本製造

業の自主的発展の歴史的基盤となる

日本は近代に向けた発展が遅れたため、外来

の先進文化を積極的に吸収する姿勢をとってき

た。中国から文字、儒学、政体、律令など自身

の社会発展に役立つものを学んだのち、欧米か

ら先進的な科学技術と社会管理方法を吸収し

た。しかしながら、日本に大幅な社会進歩の足

並みを加速させたもっと重要な原因は、これら

外来文明に対する適応性選択である。この過程

はまさに日本の伝統的な優位を活かす過程であ

る２１）。近代産業発展における伝統と現代との関

係に対する処理もそうである。明治時期に西側

からの巨大な工業文明の衝撃を受け、日本は欧

米のやり方をそのまま受入れて工業革命を行っ

たのではないが、自身の特徴と工業発展の基礎

に基づき、アジアにおける非欧米式の新しい発

展可能性を試みたのである。このような発展の

主動性、即ち現代工業文明を発展する内的要因

は、近世における産業発展の基盤によるもので

ある。この基盤がゆえに、日本は近代工業発展

のトレンド、及びその成り行きが日本の産業発

展と社会進歩に対する重要な意義を理解するこ

とができた。伝統要素と現代要素の融合があっ

たため、日本は西側に頼ることなく、自主的に

現代工業文明の中に溶け込んだのである。

１）現代化の大規模鉄鋼企業のセット、高性能デジタ
ル制御装置、大型コンピュータ、有人宇宙船などの
分野において技術向上を実現したことは、科学技術
の導入と革新で得た重要な成果を示している。電子
通信設備の製造、航空・宇宙設備の製造を代表とす
るハイテク産業の増長速度は、在来産業を上回って
中国の経済構造の状況に明らかな変化をみせてい
る。
２）工業産出は、中国は前の１０年の中期で、すでに米
国、日本に継ぐ第３の大規模工業生産国になり、同
時に世界的生産と加工のプラットフォーム及び世界
の工業製品の主要な供給者となっている。
３）中国は１つの農業国家から工業生産大国に変化す
る事実は、すでに先進工業国家を追いかける基礎を
打ち立てたためである。
４）技術の外部依頼は、主に製造業の要となる技術の
自給率が低く、対外依存度が高いことに現れてい
る。市場の外部依頼は、主に経済成長における対外
貿易依存度が高過ぎること、および外資企業が中国
市場において相対的に高い占有率を示していること
に現れている。
５）演化経済理論は１種の歴史の理論と歴史の方法で
あるからである。
６）１９８０年代～９０年代における日本式の組織構造に対
しての全く異なる評価は、１つの典型的な事例であ
る。
７）例えば、１６世紀にヨーロッパとアジア大陸からの
文化と技術に接触したことである。
８）明治維新の各改革が基本的に完成したことで、
１８８４年～１８９３年にかけて、工業企業の数量は７倍近
く増加した（樊亢、宋則行、１９８１年、２３６‐２３７頁）。

９）西川俊作、阿部武司『日本経済史４：産業化の時
代（上）』岩波書店、１９９０年、１６頁；南亮進「日本
の経済発展：１つの定量研究」、苔莎・モリス－鈴
木『日本の技術変革；１７世紀から２１世紀まで』中国
経済出版社、２００２年、８８頁より再引用。

１０）苔莎・モリス－鈴木、同上書、梅村又次等編著『日
本経済史』（全８巻）岩波書店、１９８８年～１９９２年を
参照。

１１）佐々木（Sasaki J）『技術の社会史（第２巻）』有
斐閣、１９８３年、１７９‐１８１頁，苔莎・モリス－鈴木、
前掲書、４７頁より再引用。

１２）加藤（Katou B.）『日本の酒の歴史』立憲政治社、
１９７７年、２３９‐２５５頁，苔莎・モリス－鈴木、前掲書、
５３頁より再引用。
１３）佐賀藩の精煉方と薩摩藩の集成館に如く。
１４）即ち生産の過程で、重視するのは製品の数量では
なくて、その品質である。

１５）苔莎・モリス－鈴木、前掲書、１１６頁。

注
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